
(事用

ま
た
、
花
巻
市
矢
沢
中
学
校
で

は
、
修
学
旅
行
で
平
塚
亭
訪
れ
、

日
産
車
体
を
見
学
し
て
い
ま
す
。

友
好
都
市
と
の
交
流

に
補
効
金
山
出
し
ま
す

友

好

都

市

高

山

市

と

の

十

ヘ

ゼ

流

は

な

ど

か

ら

、

友

好

都

市

の

雰

函

気

市

で

は

、

市

民

交

流

を

よ

り

促

一
二
年
間
で
四
十
三
団
体
、
一
千
四
と
担
割
近
惑
を
感
じ
た
。
と
て
も
楽
を
駅
伝
に
よ
る
訪
問
な
ど
も
行
わ
進
す
る
た
め
、
市
内
の
各
種
団
体

百
人
の
平
塚
市
民
が
高
山
市
を
訪
し
い
旅
行
で
し
た
」
。
小
島
喜
代
れ
て
い
ま
す
。
に
よ
り
「
平
塚
市
都
市
提
携
委
員

れ
て
い
ま
す
。
花
巻
市
は
一
年
半
子
さ
ん
(
山
下
)
は
「
主
人
と
二
一
方
、
友
好
都
市
か
ら
の
訪
問
会
」
(
委
員
長
鹿
島
孝
二
氏
)

で
二
十
自
体
、
六
百
一
一
一
十
一
一
一
人
が
人
で
参
加
し
た
が
、
花
巻
の
温
か
は
、
七
夕
ま
つ
り
を
中
心
に
、
物
を
結
成
し
、
市
民
交
流
の
窓
口
と
む

需
し
て
い
ま
す
。
王
宮
市
い
人
情
と
大
勢
の
方
々
と
知
り
あ
襲
や
産
業
ま
つ
り
、
富
市
な
し
て
、
友
好
の
輪
の
推
進
に
あ
た
蜘

か
ら
は
十
五
団
体
二
百
五
十
九
人
え
と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
旅
の
感
ど
に
六
百
四
十
♂
人
が
平
塚
市
に
つ
て
い
ま
す
o

そ
し
て
、
六
件
流
の
柑

が
、
花
巻
市
か
ら
は
十
七
団
体
、
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
訪
れ
て
い
ま
す
。
人
数
に
よ
り
補
助
金
を
支
出
し
て
四

三

百

八

十

二

人

が

平

塚

市

を

翁

問

花

巻

中

学

校

サ

ッ

カ

ー

部

で

は

い

る

の

で

ご

利

用

く

だ

さ

い

o

j

レ

て

い

ま

す

。

ス

ポ

ー

ツ

交

流

冬

場

者

立

の

た

め

グ

ラ

ン

ド

が

使

用

持

別

対

象

は

f

人

以

上

で

、

請

市
が
毒
し
て
い
を
長
ツ
ア
や
文
化
交
流
を
で
き
な
い
の
で
、
今
年
の
一
塁
求
の
仕
方
等
詳
し
い
こ
と
は
、
地

!

は

、

昨

年

度

ま

で

各

三

郎

、

合

塚

市

を

訪

れ

、

市

内

中

学

校

サ

ッ

域

づ

く

り

諜

(

内

線

二

四

四

)

へ

計
三
百
五
十
人
の
市
民
が
参
加
し
事
入
訴
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
か
ら
カ
l
チ
ー
ム
と
対
戦
し
な
が
ら
練
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
九
樋

て
ホ
ー
(
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
高
山
文
化
交
流
ま
で
、
編
広
く
行
わ
れ
習
を
積
み
、
宕
子
県
大
会
で
見
事

-m人
1
犯
人
~
一
万
円
様
助
噸

市
へ
は
、
高
山
ら
し
い
味
わ
い
の
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
マ
さ
ん
優
勝
、
東
北
大
会
で
準
優
勝
、
全

am人
1
m人
三

万

円

補

助

酬

あ
る
こ
月
下
旬
に
、
花
巻
市
へ
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
マ
マ
さ
ん
パ
レ
蔚
大
会
へ
出
場
す
る
と
い
う
快
挙
・
日
人
〈
3

朗

人

五

万

円

補

助

岬

九
汚
初
旬
の
花
巻
ま
つ
り
に
あ
わ

l
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
ゲ
!
ト
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

-
m
U
人

s別
人
八
万
円
補
助

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
、
少
年
野
球
な
ど
、
試
合

今
年
も
花
巻
ま
つ
り
に
は
、
観
を
還
し
て
の
交
流
、
交
化
蔚
で

h
j
pし

F
Zて
手
品

L
へ
ら
瓜
罰
均
ノ
瓦

ま
メ
こ
そ
ト
L
J
ノ
長
野
く

光
一
ハ
ス
一
台
四
十
人
が
参
加
し
、
は
、
絵
画
等
の
文
化
祭
出
品
や
小

h

a

a

a

一

〆

ノ

」

花
巻
ま
つ
り
や
宮
沢
賢
治
記
念
中
学
校
の
絵
幽
交
流
、
高
浜
高
校
花
巻
市
主
催
に
よ
り
花
巻
名
物
る
か
、
挑
戦
し
て
は
い
か
が
で
し
同

館
、
高
村
光
太
郎
山
荘
な
ど
の
見
乙
女
文
楽
の
公
演
な
ど
盛
ん
に
行
「
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
一
を
開
き
ま
よ
う
。
同

物

と

、

わ

ん

こ

そ

は

な

ど

を

味

わ

わ

れ

て

い

ま

す

。

す

。

日

時

ぬ

月

幻

日

(

日

)

日

将

来

瞬

い
な
が
ら
友
好
の
輸
を
深
め
て
き
ま
た
、
平
燦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
本
場
の
わ
ん
こ
そ
ほ
を
一
一
一
分
間
会
場
梅
屋
六
階
催
事
場
ペ
叫
F
f

ま

し

た

。

ブ

や

平

i

塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
で
ど
の
く
ら
い
食
べ
ら
れ
る
か
と
構
成
間
体
戦
一
一
一
人
一
組
犯
人

参
加
し
た
方
々
に
感
想
を
蘭
い
よ
う
に
、
花
巻
市
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
い
う
競
争
て
防
体
戦
と
億
人
戦
個
人
戦
初
人

て
み
る
と
一
花
者
ま
つ
り
は
患
っ
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
費
用
一
人
八
百
円

て
い
た
よ
り
も
勇
社
だ
っ
た
。
わ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
友
好
の
額
約
を
結
花
巻
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
申
し
込
み
地
域
づ
く
り
課
へ
境

ん
こ
そ
ば
も
楽
し
か
っ
た
。
で
び
、
友
好
の
輸
を
よ
り
強
く
し
て
で
は
、
自
五
イ
杯
が
最
高
で
、
花
金
を
添
え
て
申
し
込
台
。

も
、
案
外
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
い
る
包
体
も
あ
り
ま
す
。
巻
市
へ
訪
問
し
た
市
民
の
中
で
な
お
、
花
巻
市
の
観
光
物
産
震

ね
」
と
野
村
は
る
み
さ
ん
変
わ
っ
た
と
ご
ろ
で
は
、
市
役
は
、
百
八
杯
(
時
間
は
制
限
な
も
、
二
寸
五
臼
か
ら
二
十
八
日
ま

(
綴
)
。
荻
野
ヤ
ス
子
さ
ん
(
高
所
水
泳
部
に
よ
る
自
転
車
で
の
花
し
)
が
-
番
多
い
そ
う
で
す
。
み
で
梅
援
デ
パ
ー
ト
六
階
催
事
場
で

浜
台
)
は
一
花
巻
市
職
員
の
応
待
巻
市
訪
問
、
市
役
所
開
惜
し
ム
部
に
よ
な
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
食
べ
ら
れ
縄
慢
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
友
好
都
市
高
山
市
か
ら
立
派
な
竹
飾
り
が
出
展
さ
れ
た
り
、
高
山

市
の
婦
人
に
よ
る
陣
屋
太
鼓
、
花
巻
市
の
若
人
に
よ
る
北
秀
鬼
太
鼓
な
ど
が
披
露
言
れ
、
一
二
百

万
人
の
観
光
客
を
警
は
せ
ま
し
た
。
一
高
山
市
と
友
好
都
市
の
一
調
印
を
結
び
早
一
一
一
年
、
花
巻
市
と

は
一
年
半
経
過
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
年
々
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
友
好
都
市
と
の
交
流
が
さ
ら

に
深
ま
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
手
で
温
か
く
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人口 228，636人

世帯 73，060世帯

(60年 8月 1臼現在)

花
巻
ま
つ
り
を
箆
学
す
る
市
由
民
ツ
ア
ー
の
み
な
さ
ん
と
花
巻
市
民

高富山へのゑな訪問

58年 2月・市民ツア 冬の高山訪問 66人

5月・平塚言書道協会訪問 59人

8月・平塚リトル高山合宿 32人

-高浜高校乙女文楽公積 21人

9汚・平塚ゲートボール協会吾妻加 20人

11月・小中学生の絵蕗交流

59年 8月・家庭婦人ソフトボール連盟が

交流試合 40人

・田村はやし障壁前夜市で按童書35人

9月・市役所陸上部駅伝で高山訪問団人

前年 8月・市役所歌謡クラフ高山養護老

人 ホ ム 慰 問 16人

花巻市への念な訪問

59年 4月・市役所水m郎自転車で訪問 7人

9月・平堵みこし愛好会が花巻まつ

りでみこしをかつぐ 120人

10月・子ども文化事に出品 120点

11月・進和学園生徒訪問 83人

前年 3月・ママさんパレー交流試合 18入

札 7月ー市役所サッカ一部交流試合 23人

8月・富士見ジャイアンツ交流試合82人

友好都市からの訪問

57年12月・飛騨高山展開く

58草 7月・高山民真展開く

11月・小中学生絵画交流

59年 7月・高山市、花巻市七夕見物 75人

10月・市民市で花巻鹿おとり出横 8人

・農業まつりに花巻市出品

60年 1月・花巻中学校サッカー交流試合25人

3丹・平塚球場オーフンに高山工高

と花巻東高が交流試合 40人

4月・花巻市矢沢中学校修学旅行で

臼産車体を見学 159人

7月・高山陣屋太鼓、花巻北秀鬼太

政七夕まつりで披露 31人

詰;!?iibi詳iiE4語頭轟轟;i?=
片品吏号車問自2雲行持品問空自立型車塑塾jぷ岩↓下
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最
高
齢
者
は
吉
田
弥
助
さ
ん

第 4守O聖華

長
寿
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、
八
(
九
十
八
歳
)
は
、
独
学
で
覚
え

畏
月
二
十
八
日
に
石
川
市
長
が
九
十
た
人
形
づ
く
り
を
今
で
も
楽
し
ん

柿
八
歳
以
上
の
お
年
寄
り
四
人
を
訪
で
お
ら
れ
、
そ
の
作
品
に
石
川
市

都

閉

し

た

。

長

も

び

っ

く

り

し

て

い

た

。

と
市
内
の
最
高
齢
者
は
、
代
宮
町
三
橋
ヨ
シ
さ
ん
(
九
十
八
歳
)

に
お
住
ま
い
の
古
田
弥
劫
さ
ん
は
、
御
殿
の
平
塚
特
別
養
護
老
人

(
百
一
歳
)
。
若
い
と
き
か
ら
お
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い
る
。
右

元
気
で
、
今
で
も
寝
る
と
き
は
、
川
市
長
の
訪
問
に
、
大
勢
の
お
年

は
だ
か
と
い
わ
れ
る
。
寄
り
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
い
ら
れ

波
野
町
の
篠
原
忠
治
郎
さ
ん
た
も

(
九
十
八
歳
)
は
、
平
塚
市
の
第
市
内
に
は
、
七
十
七
歳
以
上
の

四
代
目
の
市
長
さ
ん
。
好
き
な
夕
方
が
四
千
八
百
九
十
一
一
入
。
結
婚

パ
コ
を
ふ
か
し
な
が
ら
、
普
詰
に
五
十
年
を
迎
え
た
と
夫
婦
は
苔
四

花
を
咲
か
せ
て
お
ら
れ
た
。
十
一
一
組
、
六
十
年
を
迎
え
た
ご
夫

唐
ケ
原
の
木
村
あ
さ
の
さ
ん
婦
は
二
十
一
一
一
組
い
ら
れ
る
。

を

城
島
小
で
防
犯

運
動
推
進
大
会

秋
の
防
犯
運
動
を
効
果
的
に
推

進
し
よ
う
と
、
妨
犯
運
動
推
進
大

会
が
問
問
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

0

7
日
待

m
R
9臼
(
水
)
午
前

9
時
泊
分

マ
会
場
城
島
小
学
校

守
内
容
防
犯
功
労
者
表
彰
、
訪

犯
ポ
ス
タ
ー
展
、
県
警
音
業
隊
と

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏
と
ド
リ

ル
演
技

一級率務・…-…盆・ H ・H ・....・ H ・....・..............…事王子名
学校教育法による大学む親穏(大学焼、短期大学を除く)

を、昭和田年 3月以降卒業した者及び61年 3尽に卒業する見

込みの者で、 36年 4月 2日以時に生まれた者。

土木、建築、機械、霊童気、化学............・H ・..若手名

学校教育法による大学の尊門課程(大学院、短期大学を除

く)を昭和田年 3月以陣卒業した者及び61年 3月に事業する

見込みの者で、 34年 4月 2日以障に生まれた者。

保健婦....・a・-…リ...・H ・-…....・H ・-…..............1名

保健婦の資格を有する者及び昭和61年 3月までに車生大臣

の指定した保健婦養成所を卒業する見込みの資格取得見込み

の者で、 37年 4Fl 2臼以降に生まれた者。

保母....・ H ・...・ H ・...・・ H ・H ・...・ H ・.....・ S・H ・...・ R・w 日若手名

学校教育法による高等学校以ヒを卒業し、保母の資格を有

する者及び昭和61年 3月までに賢倍取得見込みの者で、 40年

4月 2臼以障に生まれた者。

薬剤師・ H ・H ・...・ H ・......…....・ H ・...・ H ・a・......…… 1名
学校教育法による大学の専門課穣を昭和60年 3月以陣卒業

した有資格者及び61年 3月に卒業見込みの資格取得見込みの

者で、 36年 4月 2日以降にさtまれた者。

綴床検査技姉…… H ・H ・.....・ H ・-… H ・H ・-……… l名
学校教育法による高等学校以上を卒業し、臨床検査技師の

免許を有する者及び61年 3月までに文部大臣又は摩生大庄の

指定した鶴床検査技師養成所又は大学の専門課穏を卒業する

見込みの資格取樽見込みの者で、 36年 4月 2臼以降に生まれ

た者。

。試験霞 10月 6日(日)

。受験手続き 受験申込書の請求と問い合わせは、企彊i部職

員課人事保(電話23~11 1l内綿321)

。受付 9月178 (火) -268 (木)

道路交通法の金な改定点

。
一
品
眠
法
諦
棉
鍛

9
月
同
日
(
火
)
、
四
月
3
日
(
木
)

同
月
8
尽
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
S
M時

。
登
記
、
世
夜
、
期
援
措
談
刊
月
日
日
{
金
)
、
日
時
1
日
時

。
性
宅
相
談

9
月
口
日
(
火
)
、
日
時
IS
同時

。
一
融
市
民
相
輔
副
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
之
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

。
消
費
生
雇
相
酷

9
月
初
日
(
金
)
3

訂
日
(
金
)
、
同
月
4
日

(
金
)
、
日
時
1
日時

〈

V

発
明
帯
璽
特
許
相
談
日
月
7
日
(
月
)
同
時
3
日時

。
下
輔
取
引
相
級

9
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
4
H
S

同
時

ご利用を

61事

韓
間
少
年
穏
談
塗
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)

一一

月
js金
曜
日
9
時
s
m時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

構

社

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

〈

Y
心
智
正
椙
談
毎
週
月
噛
臼
(
第
五
を
除
く
)
、
日
時
ー
も
日
時

。
母
乎
槽
臨
時
過
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
H
時
却
分

。
家
腫
児
童
端
銭
晦
週
百
円
ら
金
曜
日
、

9
時
js同時

。
高
齢
者
職
韓
欄
談
瞳
週
間
月
S
金
曜
毘
、

9
時
油
分
3
日時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

O
曜
人
捕
銭
寄
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
担
自
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
ら
四
時

犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
十
月
十
一
日
か
ら
ニ
ム
i
Bま
で
の
十

白
問
、
全
間
四
一
斉
に
。
秋
の
防
犯
運
動
H

が
行
わ
れ
る
。
暴
動
の
重
点
宮
様
は
「
侵
入
盗
の
防

止
」
「
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
妨
止
」
「
少
年
非
行
の
防
止
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
十
月
九
日

に
域
島
小
学
校
で
、
防
犯
運
動
推
進
犬
会
が
開
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
も
、
地
域
ぐ

る
み
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
内
で
発
生
し
た
刑
法
犯
罪
を
一
宇

み

る

と

、

一

月

か

ら

六

月

ま

で

の

一

、

a

，

半

年

間

で

一

千

二

百

九

十

八

件

亘

書

@

見

立

主

i
j
L
帯

き

て

い

る

。

こ

れ

は

、

昨

年

間

期

一

一

最

盛

き

て

開

一

へ

講

和

問

と

比

べ

る

と

九

十

件

(

九

二

三

一

重

選

以

主

/

将

一

ぺ

J
F
j

r)
増

加

し

て

い

る

。

士

止

桝

昌

代

主

同

ijhFlυυ

唱
和

こ

れ

ら

の

う

ち

最

も

多

い

の

が

一

…

封

誌

y
議
齢
本
土

空
き
巣
重
盗
な
ど
の
喜
一

A

A

仁

川

十

〉

難

民

一

一

九

月

二

十

一

日

か

豆

一

言

ま

一

で

は

増

え

続

け

る

交

通

事

故

を

一

5
1ト
ベ
ル
ト
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
こ
の
警
は
若
年
ド
ラ
イ
一
高
か
れ
た
。

で

一

千

八

十

九

件

(

全

体

の

八

四

一

一

説

話

可

磯

ぷ

の

一

で

i
z
i一

な
く
そ
』
互
交
通
ル
ー
ル
量
一
の
正
し
い
着
用
の
一
推
進
一
パ
ー
が
撃
す
る
撃
に
対
す
る
一
議
会
に
は
昭
和
六
十
年
度

む
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で

f

j
立
話
会
事
ご
わ
し

ι
措
二
金
運
動
が
行
わ
れ
る
。
一
守
と
交
通
マ
ナ
!
の
実
践
を
時
び
一
マ
一
一
輪
車
会
年
運
転
君
主
義
な
交
通
安
全
活
動
を
推
進
一
一
雲
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ

警

の

知

能

犯

が

百

四

十

一

言

一

出

》

結

時

E
i
t
J
貫
一
今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
交
通
す
る
。
皆
さ
ん
も
、
交
事
故
一
事
故
防
止
一
し
、
芸
故
の
紡
止
量
る
も
一
た
が
、
審
議
の
結
果
、
霊
ど
お

十

科

医

一

芳

三

、

一

盛

「

L
L

蜘

一

室

は

シ

i
ト
ベ
ル
ト
と
宮
り
一
言
し
て
い
た
だ
き
た
い
一
マ
著
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
一
の
で
あ
る
。
「
青
少
年
よ
模
範
を
一
り
可
決
さ
れ
ち

一

番

品

〆

手

j
jト
L

-

一
か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ー
ト
一
量
点
選
一
特
に
子
供
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
し
め
せ
交
通
安
全
」
を
ス
口
i
ガ
一
今
回
の
補
正
督
、
一
一
一
億
九
千

と

な

っ

て

い

る

。

一

一

E
4
炉

4

j

j

!

一
一
ベ
ル
ト
毒
剤
に
つ
い
て
は
、
七
一

7

一
ン
に
、
九
月
一
一
十
一
白
か
ら
始
ま
一
五
百
万
号
、
こ
れ
に
よ
り
、
一

塁

運

動

で

は

、

警

察

、

関

係

一

一

一

思

議

室

法

が

改

正

さ

れ

、

一

青

少

年

模

範

を

し

め

せ

一

る

全

国

交

通

安

全

運

動

に

も

積

極

一

撃

計

の

予

算

規

模

は

、

雪

一

連

、

壊

が

一

体

と

な

っ

て

、

一

し

て

い

く

。

マ

カ

ギ

掛

け

は

、

家

族

み

ん

な

の

一

九

月

か

ら

着

用

が

義

務

づ

け

ら

れ

一

ャ

一

宮

参

加

し

、

動

く

青

少

年

の

交

一

十

八

億

二

千

一

一

百

万

円

と

な

っ

霊

を

呼

び

掛

け

る

。

ま

た

、

竺

皆

さ

ん

も

、

犯

罪

の

な

い

明

る

一

合

い

言

葉

一

て

い

る

。

一

若

年

ど

フ

イ

パ

1
の
無
謀
暴
走
一
昭
和
五
十
八
年
九
月
に
、
平
塚
市
一
通
安
全
を
訴
え
て
い
く
。

ζ

察
で
は
、
一
般
家
庭
を
は
じ
め
金
一
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
一
マ
掛
け
ま
し
た
つ
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
働
く
青
少
年
等
運
転
者
交
通
一
安
全
一
青
少
年
が
働
く
職
場
で
は
、
会
一
内
容
を
み
る
と
、
土
木
繁
で
は

襲

穏

や

深

夜

ス

ー

パ

ー

な

ど

と

き

た

い

。

一

ク

と

ワ

イ

ヤ

ー

錠

連

絡

協

議

会

(

会

長

城

亘

社

ぐ

る

み

で

霊

安

全

を

徹

底

し

一

主

義

、

Z葉

、

真

対

す

る

警

戒

活

動

を

さ

ら

に

強

化

一

@

防

犯

逮

動

ス

ロ

ー

ガ

ン

一

マ

考

え

て

/

ぼ

く

ら

が

育

つ

環

境

氏

)

が

結

成

さ

れ

弓

一

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

土

一

一

一

九

号

線

道

方

選

路

整

護

jil--lili----lili----

一
時
交
付
金
の
対
象
事
業
と
し
て
採

J
3
3
A

句、ノコ
J

9

瓦

沼

野
p

弘
、
一
択
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
う
措

一

f
i
c
ザ

〈

し

?

〈

〈

一

震

喜

つ

00

ま

警

警で

一
一
括
、
日
出
庫
補
助
金
の
追
加
配
分
の

青
少
年
健
全
育
成
を
テ

i
?
に
一
内
務
に
よ
り
、
花
本
公
民
館
の
繰

一
り
上
げ
毅
備
を
行
う
た
め
の
経
繁

青
少
年
の
健
全
育
成
を
、
ま
ち
一
ラ
ー
に
よ
り
間
緩
提
起
を
し
て
い
一
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

ぐ
る
み
で
進
め
て
い
こ
う
と
、
中
一
た
だ
き
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

学
校
区
ご
と
に
「
市
民
の
つ
ど
一
「
子
育
て
ノ
家
庭
、
地
域
の
役

い
」
を
四
聞
く
ご
と
に
な
っ
た
。
一
部
」
と
し
て
、
。
い
ま
私
た
ち

第
一
回
日
は
、
浜
岳
・
太
沖
中
一
が
で
さ
る
こ
と
は
4

を
、
地
域
の

学
校
区
で
、
八
月
三
十
一
日
花
水
一
皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く

小
学
校
で
隣
か
れ
、
地
域
や
家
庭
一
も
の
。

の
悩
み
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
問
題
一
青
少
年
の
健
全
脊
成
の
た
め
に

が
提
起
さ
れ
た
。
(
一
箇
市
民
の
一
江
楊
@
審
日
野
中
学
校
区
の
皆
さ

立
ル
ポ
の
と
お
り
)
一
ん
、
ぜ
ひ
一
審
L
出
し
て
ほ
し
い
。

第
二
回
両
国
は
、
江
陽
・
春
日
野
一

中
学
校
区
で
、
九
月
二
十
八
日
一
八
月
の
市
議
会

主
午
後
一
時
一
ニ
十
分
か
ら
崇
一
臨
時
会
の
結
果

善
小
学
校
で
隣
か
れ
る
。
予

こ
の
つ
ど
い
は
、
五
人
の
パ
ネ



9
月刊
ω
日
は
秋
分
の
臼
で
休
臼
で
す
が
、
通

常
ど
お
り
燃
え
る
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま

す
。
そ
の
日
が
収
集
日
で
な
い
地
区
の
方

は
、
次
の
収
集
日
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

市
環
境
衛
集
業
務
課
(
内
線
五
一
一
一

O)

1
時
間
叫
分
か
ら
4
時
却
分
ま
で

マ
会
場
厚
木
労
働
セ
ン
タ
ー

マ
テ
ー
マ
相
撲
川
未
来
考

問
問
い
合
わ
せ
は
、
市
A

課
(
内
線
三
二
六
)
へ
。

四
番
六
百
二
十
八
平
方
好

守
入
札

e

臼
時
間
月
初
日
(
水
)
午
前

日刊時

・
場
所
県
平
塚
合
同
庁
舎

入
札
の
詳
細
は
、

9
月
初
日

(
月
)
に
、
熊
庁
お
よ
び
平
塚
市

役
所
の
掲
示
板
に
公
告
す
る
。

マ
問
問
い
合
わ
せ
先

・
県
農
政
部
農
地
計
扇
課

(
O四

五

二

O
一
一
一
一
一
山
内
線

四
三
回

O)

・
平
塚
市
農
業
委
員
会
(
内
線
一
二

一一一七)
秋
季
富
士
五
緑
化

教
室
を
開
く

14 関~

10 fl 1自には、第 14回告の趨勢調査が全

長国一斉に行われます。厨や都道府県、市町村

などのこれからの行政を考えていくうえで、

大切なことです。、 9月下旬から日月上旬に

ぜひ、積極的

市へのご意見や喪主連、苦情などが

あったら、お気軽にお出かけを。

09月17日(火)
-10時~12時横内公民館

・ 14時~16時神回公民館

09月24日(火)
・ 10時~12時豊田公民館

010月15悶 L火)
-10蒋-，-.12時大野公民館

・ 14碍~16将八幡公民館

-19時~21持 [1l之宮公民銀

高i事

担 当 広 報 課 広 聴 係
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「橋がこわれたJとぎのために架橋盟持続

ふ

4す

第
一
二
十
四
郎
市
良
総
合
体
育
大

会
が
、
九
月
八
日
一
日
)
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

正
式
誘
因
は
十
五
種
目
、
室
内

の
一
一
十
二
地
区
で
一
得
点
を
争
い
ま

す
。
ま
た
、
得
点
の
対
象
と
な
ら

な
い
公
開
種
目
が
五
種
目
あ
り
ま

す。
今
年
の
事
加
選
手
は
、
一
二
千
百

六
十
人
。
大
会
役
員
は
、
百
七
十

五
人
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
平
塚
市

を
代
表
す
る
大
会
で
す
。

激しいレスの男子100m決勝

幼・小'<t学校絵滋屡

~とき 10月 9時(水)-15段(火)

9時 -17時、 15日は15時ま

で。

ところ 中央公民舘ギャラリー

スポーツ;内特市内の児童、生徒の作品

一一一三一 中学校社会・理科作品運喜 一
料な鑑とき 10月 5臼(土)-8臼{大)
六お持
吾 、参 9時 -17時、 8臼は15時ま一

五事干の 司

十ゑ担う

Clぇ:ところ 中央公民館ギャラリーカミ jfr:r1 

堂院長:内容中学校生徒り研究発表
。
傷み:担当指導室( 内 線527)

夏竺
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もつ台、

平
塚
市
総
合
防
災
訓
練
が
、
九

月
一
臼
(
門
口
)
の
「
防
災
の
日
ι

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
行

わ
れ
た
の
は
、
予
知
対
応
、
発
災

対
応
、
津
波
対
策
の
訓
練
で
す
。

押
な
か
で
も
、
昨
夜
ペ
対
応
型
訓
練

を
は
、
松
原
地
ほ
の
倖
長
な
ど
約
一

機
千
人
が
差
す
る
と
い
う
大
道

罰
則
凶穣

な
も
の
。
会
場
と
な
っ
た
松
原
小

湾
学
校
杓
縫
に
は
、
各
地
か
ら
避
難

中
し
て
き
た
松
原
地
区
の
み
な
さ
ん

問
が
、
工
前
九
時
一
二
十
分
必
ぎ
か
ら

ン
続
々
と
入
場
。
校
庭
に
設
け
ら
れ

一
ア
た
一
フ
ン
ト
席
で
、
関
係
機
関
の
各

種
調
練
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た

万
一
に
備
え
る
た
め
、
消
火
訓
練

な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

いざというときのバケツ消火都練

叩時d揺ら

ポーんをi患って若さがぶつかりあうα 勝利の女神はいずれに命。サッカー

平
塚
あ
る
く
会

Q
d
月
例
会
開
く

ゲ

i
ト
ボ
!
ル

大

会

を

開

く

と窓 9fl2号釘 (臼)雨天順延lufj6 ):1 

会場繍務潮来(馬入)11)
'受付時間午前 7時~午前日時

・受付場所 朝霧公麹内特設テント

申し込み所定の申込書で日己へ

はせ川ff{J具J耳、奥津繁八釣具f晶、河野つり只1;1;、

つりえさ丸久、秋道ff{J見直、みとめや釣J-V，品、す

ずき釣品川ム能沢釣具民、ド島釣呉服、銀鱗堂、

て宮偽苑、同 1';{(']見席、森釣具服、浦山ボート

山、円一意点ート l百

拐、 萌 i諜観光係 (549)

古開催滋…10月 31El (木)

官時問午前8時 50分(集合) ~~午後4fJき(解散)

合コース 市役所(集合)-平塚球場~粗大;ごみ破砕処理工場~競

輪場~七回荘(昼食)-遠藤原 般廃 棄物 最終 処分 場、 保健 セン

ター~湘南耳、 f字血斑位二/ター~市役所(解散)

会持害するもの昼食

食事参加資格 市内在住、夜勤、在学の方、グル フも可

すf，O事事 往復ハガキに、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のう

え、 9月 28日(土)までに申し込んでください。(当日消印手ま

効 )先着 50人

※申し込み託子干 254 平塚市浅間ffiJ9 手塚市役所広報課

電話 23~ 1l1l (内線 315)
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嶋

数

行

ふ
U

1

位
一
位
栗
原
伸
子

-
m
M
1
位
一
け
、
そ
の
証
明
書
を
保
健
所
に
一
て
治
療
を
受
け
て
い
る
方
も
、
必
一
午
前
8
時
お
分
か
ら
、
見
附
台
体
一

8
将

泊

分

平

塚

田

肌

着

一

一
大
域
研
二
、

2
依
小
寺
毅
、
一
袴
田
幅
広
美
、

2
位
渡
辺
友
紀
一
持
参
し
て
手
続
き
を
す
ま
せ
一
ず
新
し
い
保
険
証
を
長
療
機
関
へ
一
育
館
内
体
育
課
で
受
け
付
け
る
。
一
マ
見
学
地
謡
悼
の
翠
、
屋
支
三

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
水
一
寸
締
め
切
り

9
品

臼

(

月

二

重

剛

一

3
位

速

水

一

語

一

子

、

皇

室

川

蕊

美

一

る

一

望

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

参

加

料

を

添

え

て

申

し

込

み

を

。

一

館

、

B
本
ラ
イ
ン
下
り
、
犬
山
城
一

義

裏

材

と

し

て

、

そ

の

重

言

葉

裏

審

査

の

う

え

、

合

一

マ

背

泳

・

官

長

一

マ

平

一

郎

会

川

1
位

臼

井

一

守

護

-
m
M
1
位
襲
千
一
マ
料
金
登
録
料
二
千
宗
門
主
な
お
、
現
在
の
保
険
証
(
う
す
一
(
先
着
手

1
6

一
マ
参
加
費
一
一
一
万
九
千
八
百
円
一

を
生
か
し
た
、
お
い
し
い
認
の
一
格
し
た
も
の
の
塁
審
査
を
行
一
昌
人
、
長
議
室
一
純
人
、
長
語
、

3
佐
高
一
恵
子
、
2
位
大
塚
義
、

3
位
一
室
一
一
千
一
一
一
言
、
注
射
済
委
一
室
は
、
十
月
一
回
以
様
、
市
一
芸
、
見
習
不
)
午
後
一
マ
伺
い
言
葉
霊
平
塚
駅
一

味
」
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
一
ぅ
。
(
現
品
の
経
費
は
、
応
募
者
一
内
海
大
助
一
郎
総

e
m
M
4
臼

井

純

一

小

川

妻

子

一

付

手

数

詰

百

円

、

計

四

F
八
百
一
役
所
保
険
年
金
課
(
窓
口
4
番

二

7
時
言
語
喜
喜
て
監
督
一
葬
セ
ン
タ
ー
(
ラ
ス
力
1
吟
一

れ

る

。

一

の

負

担

と

す

る

〕

一

7
m
M
E
l
-位
あ
さ
ひ
一
人
、
2
佼
高
田
稔
、

3
位

坂

一

襲

撃

と

}

一

円

一

か

、

最

寄

り

の

芝

公

民

館

、

里

会

議

お

よ

び

拙

せ

ん

会

議

く

。

一

電

話

お

一

六

三

一

寸
応
募
基
準
高
で
生
産
ま
た
一
マ
応
募
方
法
所
定
の
申
込
書
で
一

s
c、
2
位

震

え

3
位

一

口

雄

一

一

マ

男

子

1
位

中

原

S
C、
L

i

l

-

-

一

部

妥

窓

口

セ

ン

マ

へ

お

返

し

一

一

j
t
i
t
i
l
-
-

一

は
と
れ
月
鼻
水
産
物
を
主
に
使
っ
一

T
m平
塚
市
紅
谷
町
出
i
8
紅

一

書

丈

一

マ

裏

金

川

1
位

小

寺

一

伎

と

び

う

お

一

紡

火

管

理

者

資

一

を

。

一

婦

人

体

力

づ

く

一

訂

正

一

日

臨

時

ぉ

時

詰

勤

一

諸

説

有

3
1刊
誌

女

片

山

川

11ぜ

〈

認

可

大

一

日

び

品

AAcr山
一

格

取

得

講

習

会

一

初

日

ま

で

に

保

一

り

教

室

を

開

く

「

謀

長

引

M
H
1

2
1
1
1

一

へ

郵

送

す

る

。

一

輩

出

愛

、

2
位

臼

柴

喜

一

{

中

学

生

女

子

}

一

う

お

B

一
防
火
管
理
者
書
取
得
の
た
め
一
険
料
品
付
を
一
第
一
一
一
量
人
体
力
づ
く
り
教
室
一
の
記
事
の
中
;
童
話
一

jil--lili--iii

一
3
位

高

木

美

代

子

吉

川

一

マ

白

星

-
m
M

品

質

一

の

講

習

会

が

開

か

れ

る

。

一

一

申

請

く

。

一

主

婦

が

自

動

一

一

輪

車

に

跳

ね

ら

れ

一

E
車
工

j
j
f
;
i

一
品
臼
賄
事
口
実
品
目
柴
一

i
j
i
l
-
-
I
l
l
i
t
-
-
1
1
1

一
マ
期
日
背
習
(
火
)
、
笠
原
民
年
金
保
険
料
の
第
三
期
分
一
マ
品
背
昔
か
ら
背
竺
死
亡
」
は
、
重
傷
の
誤
り
で
す
。
一

離

芳

と

せ

守

新

一

言

鍔

一

喜

亜

希

、

3;藤美
奈

一

…

丹

初

日

(

ホ

)

の

2
日
間
…
(
八
月
、
九
月
)
の
納
付
期
限
一
日
ま
で
号
本
金
曜
日
一
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

山
少
年
j芸
小

山

主

完

結

果

一

民

ト

M
U駐
日

一

探

訪

ウ

ォ

i
ク

一

ア

リ

ソ

j

一

時

午

前

881午
後

一

月

月

一

一

一

十

日

ま

で

き

て

一

話

料

(

許

可

一

一
位
協
中
亜
矢
子
ゐ
M
川

1
一

相

撲

(

山

川

)

の

歴

史

と

ま

ち

を

一

マ

会

場

事

ー

塚

合

同

庁

舎

一

う

っ

か

り

納

め

忘

れ

る

と

、

事

ナ

第

2
7ス
午
前
凶
器
分
一

{

小

学

生

委

〈

敬

称

号

一

位

大

塚

憲

一

位

撃

墜

紀

子

、

Z
佼

重

一

亨

対

象

J

妨
火
事
物
の
防
火
笠
放
な
ど
に
あ
っ
た
場
合
、
障
害
年
一
占
持
(
霊
十
人
)
一

マ
自
由
一
型
会
以

1
位

山

一

茎

泳

B

お
れ

1
位
小
寺
…
美
佼
、

3
位
保
山
山
一
真
理
一
地
域
m
V民
さ
を
知
ろ
う
と
、
相
一
マ
コ
ー
ル
午
後
3
時
間
厚
木
三
川
一
理
問
望
者
一
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
一
マ
内
容
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
柔
軟
体
一

下
聡
、

2
位
福
原
哲

3
位
一
俗
、

2
位
一
一
轟
木
一
催
、

3
位
一
マ
背
泳
込
山
川
1
位
鶴
井
美
一
模
(
川
)
歴
史
と
ま
ち
探
訪
ウ
ユ
ム
長
点
(
各
コ
ー
ス
健
一
脚
向
き
)
一
マ
申
し
込
み

ω月
一
首
ま
で
に
了
」
と
も
あ
る
。
必
ず
納
付
期
間
限
内
一
操
、
透
明
運
語
、
ゲ
ー
ム
等
一

山
下
恭
彦

a

ぬ

れ

主

主

語

真

人

-
m
M
A
商
一
佐
、
長
田
上
陽
子

3
位

一

1
ク
ラ
リ
ー
が
開
か
れ
る
。
一
マ
震
費
百
円
(
保
険
料
)
主
市
消
防
本
部
予
算
(
内
線
一
元
一
に
納
め
亡
、
す
だ
き
:
一
マ
参
加
喜
市
内
在
住
の
婦
人
一

筆
誠
、

2
佼

襲

撃

、

3
一
野
豊
、

2
位
小
寺
裕
、

3
位
一
問
中
亜
矢
子
(
以
上
大
事
)
一

7
雪

印

月

初

日

(

臼

)

雨

…

当

各

自

持

参

一

…

一

一

)

へ

。

写

真
2
枚

必

要

。

一

な

だ

れ

建

前

な

く

し

す

申

し

込

み

9
5
B
(金
)
一

天
の
と
き
は
刊
ω
ω
月
忍
町
幻
ω
包
臼
(
臼g)
…
v締
め
切
り
叩
門
刃
け
6
日

一

i
|
|
|
l
(
|
|

一た方は、市沼巾保保一険隈年金諜~年交平友A金
耳
係
一
午
前
8
時日ぬ却分から見附約密削虫ム台口体育一

マ宝コ
l主
ス
喰
桑
生
集
斐
ム
合
口
時
蓄
尚
一
マ
マ
申

fし込
ま
み
往
語
復
は
器
が
き
言
に
、
一
訪
月
か
ら
保
叫
倹
決
一
ご
(
内
寝
線
一
二
一
立
五
一
こ
)
へ
さ1ご
」
連
書
絡
を
。
一
需
体
雲
古
育
裏
再
桑
諌
で
芸A受
旦
け
持
付
け

Zる。
m竺
一

姻訂科討りU
.
思
コ

i
ス
(
番
問
侶
山
厚
木
)
一
初
演
浜
市
中
原
日
本
大
通
1

神
一
十
月
一
臼
か
ら
由
民
鰻
康
保
険
一
は
、
免
除
制
度
が
あ
る
の
で
ご
相

午
前
8
待
相
撲
線
番
田
駅
前
一
奈
川
県
都
市
政
策
課
へ
。
一
被
保
検
者
誌
が
変
わ
る
。
一
談
を
。

g
C
コ
ー
ス
(
周
遊
)
午
前
9
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
企
爾
調
整

時
吋
本
厚
木
パ
ス
セ
ン
タ
ー
一
諜
(
内
線
三
二
六
)
へ
。

問い合わせ福祉総務課庶務部(内樟

217) 

平塚市社会福祉大会

と き 10湾278 (尽) 13雲寺開演

ところ市民センターホール

く〉出演者 ボニージャックス、丸山浩路外

。串し込み入場整浬券を 10月 1Bから

市 民 棺 談 室 、 市 民 セ ン タ 一 、 駅 前 市 民 窓

口センタ一、市立公民館で誼E布ずる。

農協北金目倉庫!金自公民主官

矧北公民館 |徳延神社

岡崎公民館 |ふじみ野第 3公 圏

構内公民館 |大野公民館

八槽自治会館 i明高岡了公匡富

田之宮公民官官 ;八幡公民館

桃浜公言霊 ! {Eホ公獄

狂犬病の予崩注射尽程表

9 :: 30"'-'10てJ二両二二日二二λ51日， 15-15

10月は第 2， 4月曜日

滋患に利用できます。{無料鰯放)
開盟理閤:卓球、パドミントン、パスケット、

軟式底球 (13~16時人パレー(16---2 時)

機各噛翻とも、ラケット、シャトIL ポ ノレは

必ず各自持事を。(体育時には用意してありませ

んノ〕

望月初日{汚)午後1草寺-8袴

10月148 (J汚) I! 

I1 
上ばき用の運動

ぐつを用意してください。(鶴内は土足融講で

す。〉観技場内での飲食は禁iとです。

控当神青揮官霊轄31-3060

計 量 器 の 定 期 検 査
lon 1行 農協i:沢支所

10月 2fI 農協岡崎支所ー金問支所

10月 3[J 農協神田支所

10月 4白骨1I公民館

10月 7f_] 農 協 法 支 所

10月 8日 大野公民館

10月 9H 松原公民館

lOH 11 [-] 浜岳中芋校

10 月14FI 農協中原支所

10月15f1、 16日 平塚競輪場

10月 17日、 18f1 志士見企民館

lOJi21 ii 博物舘

10月22n -24日 見附台体背館

※今市jは 9計者半-12除手、 守f灸は lsを

-3時。ただし、農協 i:'iJ(主所は今

前10時 -11日寺半、 f前}崎支所は午前 9

時半 -11時半、金田支所は午後 l時

- 3 '，¥" 
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催
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臼
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、
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ど
一
央
公
民
館
北
側
広
場
)
一
り
、
今
年
か
ち
狂
犬
病
予
防
注
射
一
一
人
一
亡
、
今
年
の
4
月
以
降
受
け
て

一
守
主
な
催
し
事
蓮
共
進
ん
耳
、
青
一
の
回
数
が
年
一
郎
に
な
っ
た
が
、
一
い
な
い
も
の

芸
市
場
、
動
物
村
、
子
線
・
ア
ヒ
ム
ゴ
杭
に
限
り
臨
時
の
集
合
注
射
を
一
マ
注
意
事
者

一

ル

レ

ー

ス

ほ

か

一

行

う

。

了

愛

犬

手
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を
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す

る

ムムネ

館

館
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館
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館

館

民

少

民

木

公

民

圏

民

公

青

公

寄

町

公

公

公

屋

所

島
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篤
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臼
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Oプロ野球イースタンリーグ
・9月 18日(本)13時大洋一ヤクルト

・9月四日(木)13時大洋ヤクルト

・ 91121臼(士)13時 大 洋 西武

・9月23日(月)13時大洋一日本ハム

・10月 5日(土)13時大洋ヤクルト

・10月初日(臼)9時 大洋球主主新人テ

スト

。神奈川線瀦校野路秋季大会
• 9月 14日(土) ~16 El (月) 12時

。神奈川繰高校野球軟式大会
• 10月 6日(巨) 8 時~15時

• 10月10日(木) 8 時~15時

※11月の球場は空いている。申し込み

は平嘩球場(電話33--1166) へ。

{中原地区]

9JH7f1 藍市南町内会、車南北町内会

9 H18U 1:11蒔泉町内会

9 fl!9ll }宿南町内会、 iゴマ住宅白治会

子の神住宅日治会

上市北町内会、下宿住吉自治会

関殿東町内会、榔殿北町内全

御殿南町内会、御殿同 町 内 会

中宿東町内会、中市河町内会、

新川端向治会

下情東町内会、 下指南町内会

下宿舟町内会、 下宿北町内会

床下薬剤散布5程

(5) 

9 )J20日

9 Jl24 fl 

91125 [1 

9 fj27 fl 

9月 28fl

91130f1 

-
刊
月
お
呂
金
田
公
民
館

時
間
同
9
時
半
1
孔
時
半

日
月
同
日
平
揮
同
開
館
所
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3席
菱
の
終
わ
り
宮
且
仲
良

行
(
諏
訪
町
)

-
伎
作
佐
藤
忠
男
(
横
内
)
、

中
平
百
合
子
(
ふ
じ
み
野
)

小説・文学
昭和作家論集成

詩へ詩から

白夜の女騎士

私本靖時言己

東京の下町

富士に生きる

ほろよいかけん

今だから言おう

これからの出来事

f横山大観」殺人事件

ザ・キャンブラ

アルフレッド・アルワァレズ

アルテミオークルスの死

カル口ス・フェンテス

移動問書館あおぞら号の日韓
指 宝 寺 1 9月17日 10月1B 15B 

※豊田公民館 1 9月17日 10月1臼 15臼

※隠村ちびっ子広場 1 9月18臼 10月2日 16B 
域島公民舘 1 9 Fl19日 10月3日 17B 

※岡崎公民舘 1 9斥19日 10Fl 3日 17B 
策金田公民館 1 9月20日 10月4臼 18B 

ふじみ野間地集会所 19月21日 10月5臼 19B 
土康小学校 10月 8B 22日

※吉沢公民館 10月 8日 22臼

※松延小学校 1 9月25日 10月9日 23臼

金目小学校 1 9月四日 10月24臼

※みずほ小学校 1 9月26日 10月24日

※万田累塚市営住宅 1 9 Fl27日 10月11日 25臼

・開設時間 13時30分-14時30分 ふじみ野部地集

会所は14時-15時 ※印は15時-16時
・雨天のときは、中止となるのでご了意そ

家庭鋼生活
歓んでかかれば280自の胎教

あえもむと酢のもの

業しいおやつの絵本

アーシュラ・シドウィツク

子どもが親を忘れるとさき 大沢功

宮塘まり子

人気企業に就職したい人の広

就職研究会

木造自家は地震に強いか杉山英男

飛行機メカニズム図鑑 出射忠明

有望新野菜のっくり方 靖国勇

太陽電池とその応用 語野幸槽

接 の 冬 増田善増

壁に枚の給があって 平沢武彦

※この外にもいろいろ新しい本が沢

山あります。

交差を見る会「秋の星座j

秋の星腔の見つけ方と 、 木 患 を 観 聾 す

る。奉加自由ロ当日、科学 教 案 に お 集 ま り

を。

・日時四月 4日〈金)18時-20時

*13然観察会(生物)
「大山のモミ林を訪ねてj

• R時 10月6日(日)8時-17時

・場所 大山下社、自向薬師 (雨天中止)

・申し込み 9月25日までに往揮はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

女体験学習 f紙すきj
手ずさき和紙の伝統を、実障にすくことか

ら和紙由特性を学占。

'El時四月20日(日) 9時間分-15時

・会場科学教室

・参加費材料費として500円

・申し込み 10月四日までに性揮はがきで。

多数のときは、抽せんで20人。

合体鶴田 龍週月曜日、 9月日目、 9月24
日、 10月10日

食博物館キ254:浅間町12-41電轄33-5111

すバドミントン講習会
・日程 9月四日 -10丹羽田(10月23日を酷

く毎週水曜日)19日寺-21時 および10月20日(日) 9時-17時

-対象青年20人

・シャトル代 1，500円

公 IYY湘湾100人討議会
教育、閣境、構祉の分野で、青年に何がで

きるか話し合おう。

-日時 9月29日{日)

・対象 青年

すこども峡商会
@9月22日(お) 10時、 14時・ 3階ホーJレ

「ヒンポとω高帽子Jカラー 1時 間18分

QIO月13El (臼) 10時、 14時・ 3階ホル

「 休さん・とんち合戦と描のタマ」カラ

ー 担 分

f豆畢武勇缶iカラー15汁

す読著書遜間峡5話会
母10月20日(お) 10時、 14時・ 3階ホル

f錦倉文学散歩」カラ 40分

f陽のあたる家躍」カラー32分

す永年保存雑誌
図 書館 では、日5誌 の 雑 誌 そ 購 入 し て い

る。このうち、永年慢存している一般雑誌を

貰し出しているので、ご利用を。

・朝日ジャーナル、 SFマガジン、現代詩手

帖、留文学解釈と議討を、世界、中央公論、文

芸春秋、壁史手帖、ジュソスト、別冊ジュリ

スト、判開時報



市民健康の日

白書寺 10月16目、 17日
会場保健センター

内容〈工健康相談②体力診軒③子

宮・茅しがん横診④コンピュータ

一体力診断さ2金品構生相談等

の
大
学
講
産

をとう Fょうた

藤亮太ちゃル

合平場 Iti ，'1ミ縄 184~ 5 三品令噌

製作所にお勤めの伶輯融犬さん

(33最)と必子さん (28)議)町長

労。身長75cm、イ本軍9.8kg、 59年

12J112 8~'さまオ」

づE太 ち ゃ ん は 、 い つ も 撞 捕 が よ

く、明るい元丸な子。唱しみは、

'tt ~ '>鞠がてらにマ?とドライブを

すること。また、やさしいノむぐと

おふろ lニ人るとき。パパはおむつ

もかえてくれる。ヨ グルトと条

わんむしが好きな亮ちゃん。

;jj j 
i計量
主主モて
EZE担

万引壬言竺翌市ネて

f i ifi ffii 
量73430暴尊
重Jコ:7喜由
Jきへ長 h 喜
ンル学、重 ( 
ピベ智女箱 内

1i131!?き;:ぇ2pf説話通h
ミ;;;:21t:24;憲章 d背事望書

iiiiJ昔話 :iA内問。許
可塁7fE2Tid望号 41抗
生活関連物資繍格調査埋葬2b思春 Z7
出品んご記-r__ h '}{¥ I /....レ乏 0 開市市崎臨仲 九主主 きにしケ

ゴ自明りVJ，~lパ一 l T持?警軒z雲計ま3
軒石けん 3同 | 醐円|仰円! 。干 1プて芸富 Az 

; 合 成洗剤 I2向 8蹴町田閉円町I9叩目円 ( ( ト 市 込 幻

:U:レ:???引l£f;£fifι!:と;
!L日引34J:ll守和l:自i1l:昨!引!;詰;i詩! 
食 パン 1斤 1日54円 I148円 |担苦受主 fの1寂

;刀1?叫:計l坦Z羊主 iい4;z3立Z引|一i滑言訂2けi量
灯 油|油叫1μ4配達 I1.345円 ν勺o舌百示

輔輔 1湖…

・対象 2輯 (24か 月 ) か ら 4揖

(48か月〉までの幼児。なお、接揮

間 隔は 2回、 3囲とも 3週間から 8

i車問。

瞳揮 2期… 1回 受 け る

・対象第 l期の 3回目が鰐わって

から 1年以上 1牢 6か月以内田期間

に受けるロなお、第 Z期を早めに畳

けて、第 2簡もなるべく早く 4識 ま

でに鰐了ずるようにしていただきた

し、。
臨詑;奪 1年以内にケイレン尭咋の

あった人は受けられない。

【10月1
29日 福祉会館、組北公民館、

終盤田公民館

30日 曜保会轄、横内公民館、

大野公民館

31日 保瞳センター、

※中央農協た沢支所

主治医の許可を樽てから参加を。

瞳前期(妊賑 6か月までの万)

10月 78、14日

盟 後 期(妊据 8か月以降の方〉

10F~21 呂、 28日

醒時間午後 1時 30分 -4時

聴会場 樺憧センタ (34~031l) 

瞳申 し込み 当日直接合場へ。

醸母子瞳麗手幌、筆記用呉、スラッ

クス、さらし、載糧道具を持害。

ト

フ ァ ミ ソ ー コ ン サ ー ト 練 習 鳳 紫

ァミザー::J
神奈川フィル1¥ーモニー管弦楽団

ときl1Fl2臼住j午後3時 - 4時 30分

ところ 市民センターホール
・指揮者田中一嘉
・プログラム 1部 天@]と地獄序曲、トルコ

行進曲外
2部 オーケストラと市民合唱
3部交響曲「未完成j

・入場料 紐 1.000丹 、 子 供 ( 高 校 生 ま
で) 500円

・前 売 10月 1日から市民センタ一、
ヤンレイレコード、力マヤストア、橋元屋楽
器底、サクラ書底、花水惑l吉、文栄堂、なで
しこ書房

担 当 市民センタ一事務局 32-2235 

融

品

伝
一
斗
一一一樹

刷

協
蹴

郡
欄

間

社

合

意

ろ

福

崎

正

こ

会

と

と

社

623 

行政と民間の共同で推進する地域福祉の役

割を考 え て み ま し た 。 パ ネ ル、手づくり作品

の展示と血圧測定を予定しています。

第7鴎 こどもふれあい広場
と き 10月6悶(日)午後 1島幸
ところ 歩行者天磁(東海道本通り)

担当 福祉総務課庶務部
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広
報れも

4
f
蟻

剛
引
制
附
阿
川
馴
い
M
ドれ

一
酔
刷
会
始
の
詠
進
敬
一

マ
お
題
「
水
」

マ
詠
進
要
額
①
来
尭
表
白
自
作
の

軟
で
一
人
一
首
と
す
る
。
②
用
紙
は

半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
害
す
る
e

③

病
気
等
で
地
人
が
代
筆
す
る
場
合
は

そ
の
理
由
を
別
紙
に
書
く
。
告
書
式

は
半
紙
二
つ
折
り
に
し
、
開
い
て
右

半
分
に
お
盟
と
歌
、
左
以
十
分
に
郵
嶺

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
生
草
月
日
、
職
業
(
具
体
的

に
)
を
書
く
。
③
締
め
切
り
は
、
叩

月
日
日

マ
あ
て
先
一
一
千
瑚
東
京
都
千
代
田
区

私
の
住
む
唐
ケ
療

は
、
大
磯
町
と
の
境

に
あ
り
ま
す
。

市
の
爾
書
館
を
利
用
し
た
い

の
で
す
が
、
速
く
て
パ
ス
を
桑

り
換
え
な
け
れ
ば
「
夕
、
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
大
機
町
の
図
書
館

は
、
歩
い
亡
十
五
分
ほ
ど
の
所

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
民

で
は
な
い
の
で
、
本
を
読
む
こ
.

と
は
で
き
ま
す
が
、
借
り
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

-
番
Z
号
宮
内
庁
(
封
筒
に
詠
進

歌
と
書
く
)

弱
視
児
む
た
め
の
乎
書
き
図
書
を

作
ろ
う
と
、
講
習
会
が
聞
か
れ
る
。

守
期
日

9
月
目
日
、
叩
月
1
日、

四
月
8
自

・
時
同
午
前
日
時
1
ロ
時

守
会
場
平
堵
市
福
祉
会
館

ヤ
申
し
込
み
先
平
塚
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(
電
話
回
一
…
一
一
一
三
一
一
)

初
心
者
を
対
象
に
、
視
覚
障
害
者

誘
導
介
助
講
習
会
が
開
か
れ
る
。

7
9
丹
羽
田
(
土
)
午
後
2
時
3

4
時
却
分
対
象
は
中
・
高
・
大
学

生7
9
月
回
日
(
月
)
午
前
日
時
3
午

できるようできないか

る
者
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
要
件
を
改
正
す
る
に

は
、
各
市
町
の
考
え
方
を
統
一

す
る
必
要
が
あ
り
、
早
急
に
は

後
3
時
対
象
は
一
般

会
場
は
、
平
塚
市
福
祉
会
館
。
申

し
込
み
は
、

9
月
訪
日
ま
で
に
平
環

(
電
話
回

l
一

マ
会
場
平
車
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
連
絡
先
市
社
会
課
管
理
部
(
内

綿
一
二

O)

一
無
料
法
律
相
談
開
く
一

マ
期
自

9
月
四
日
(
土
)

マ
会
場
松
限
公
民
餌

ヤ
相
談
員
弁
護
ム
エ
宮
原
唯
均
氏

相
談
希
望
者
は
前
日
午
後
5
時

ま
で
に
松
原
公
民
館
(
電
語
巴
六

一
八
内
)
へ
予
約
を
。

マ
整
形
ブ
ロ
ッ
ク

9
R
H
日

{
火
)
午
後
1
時
1
3
時

V
補
聴
器

9
月
刊
行
(
木
)
午
前

日
時
自
立
時

会
場
は
、
い
ず
れ
も
沼
塚
市
福
祉

会
館
。
問
い
合
わ
せ
は
、
市
福
祉
総

務
課
「
内
綿
一
一
一
一
)
へ
。

マ
期
臼
凶
月
3
日
か
ら
日
月
比
日

ま
で
の
同
日
間

・
時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
会
場
県
溜
南
労
働
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
労
働
課
題
、
男
女
雇
用
等

マ
受
講
料
二
十
古
白
内

申
し
込
み
は
、
県
南
南
労
働
セ
ン

マ
日
時
四
月
4
日
(
金
)
午
後
1

寺
O
テ

野
3
4フ

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
鯨
す
。
図
書
は
五
百
冊
以
内
、
販

の
棺
互
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
関
は
三
か
月
以
内
で
、
利
用
者

後
の
検
討
諜
題
と
し
て
い
き
た
に
運
擬
し
て
い
た
だ
き
ま
す

い

と

甲

山

い

ま

す

。

が

、

利

用

方

法

は

、

団

体

に

お

な
お
、
図
書
館
で
は
、
団
体
ま
か
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

貸
し
出
し
制
度
を
設
け
て
い
ま
利
用
く
だ
さ
い
。
〈
一
民
番
館
〉

夕
、
問
い
合
わ
せ
は
平
塚
市
勤
労

金
館
(
電
話
担
三
三
五
五
)
へ
。

無
料
調
停
相
談
開
く

マ
日
時
四
月
日
日
(
木
)
午
後
1

時
3
4
時

マ
会
場
平
環
市
勤
労
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
調
停
協
会

(
電
話
回

l
O五
一
二
一
)

マ
期
日
叩
月
5
日
、
日
月
日
日

・
時
間
午
控
2
時
1
5
時

マ
金
場
茅
ケ
崎
商
工
会
議
所

マ
内
容
櫨
康
管
理
、
年
金
制
度
等

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市
勤
労
会

鮪
(
電
話
回
一
一
一
一
一
一
五
訂
以
)
へ
。

慰霊罫l主題樟祭しと封しの制度もある

市
十
埋
都
市
計
画
都
市
改
造
土
地
区

画
整
理
事
業
(
調
賀
北
工
区
)
の
換

地
処
分
に
よ
る
登
記
が
完
了
し
、
停

止
さ
れ
て
い
た
地
院
内
の
不
動
曜
登

記
が
解
除
と
な
っ
子
、

問
い
合
わ
せ
は
、
市
医
画
整
理
課

清
算
部
(
内
綿
六
(
)
二
)
へ
。

旧
軍
人
、
戦
楊
病
者
、
戦
投
者
選

按
等
の
方
を
対
象
に
、
患
始
、
遺
族

年
金
な
ど
の
相
談
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時
山
月
7
日
(
月
)
午
前
日

時
5
午
後
4
時

マ
会
場
県
平
塚
合
同
庁
舎

(
敬
称
略
)

マ
社
会
襖
祉
基
金
へ
・
撫
子
原
熊
沢

五
千
円
、
原
筈
正

γ百
一
j

六
円
、
平
木
敏
勝
一
万
円
、
中
村

伝
五
郎
一
千
円
、
つ
く
し
肴
諮
婚

家
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
鈴
木
礎

技
二
千
円
、
河
野
美
郡
デ
一
千

円
、
梶
原
医
院
一
千
五
白
十
一
一

円
、
水
野
世
雄
一
千
一
一
円
、
対
上

温
四
千
七
十
一
円
、
匿
名
目
百

九
ト
七
円
、
増
田
誠
治
千
円
、

平
理
競
論
場
第
一
払
い
一
一
屑
所
↓
司

八
千
百
三
十
円
、
岡
崎
市
営
白
地
自

治
会
ニ
千
九
百
五
十
五
円
、
岡
崎

館

g

k
ノ
入
自
拍
金
一
千
九
十
一
円
、

λ
J

館

賠

館

民

館

土

民

民

民

公

民

館

民

間

崎

入

山

瀬

六

千

二

百

四

十

七

〔
公
公
公
見
公
民
公
円
、
岡
崎
商
海
地
自
治
会
九
千
七

回

顧

賀

水

土

原

公

沢

ロ
松
調
花
富
中
旭
官
口
百
一
一
一
十
四
円
、
福
祉
会
舘
老
人
セ
ン

箆
川

0

0

0

0

0

5

5

タ
1
利
用
者
一
一
千
四
百
十
四
月
、

問
。

2

4

0

1
一
1

2

平
塚
さ
っ
き
会
会
長
神
谷
隆
一
万

9

9

9

M

M

山
口
円
、
高
高
村
団
地
婦
人
会
一
二
千
五

オ

館

館

輯

館

館

館

館

百

五

十

五

円

3
民

民

民

民

毘

民

民

7
交
耳
閣
議
兎
の
た
め
に
・
日
産
車
体

4
1

公
公
公
公
公
公
公
(
株
)
型
設
許
謀
、
治
具
設
計
課

田

野

田

島

田

崎

ロ

ヘ
5
神
大
鷲
域
金
問
金
二
万
五
千
二
百
一
二
す
円

犬
潟
0

5

0

0

0

0

0

マ
車
ま
れ
な
い
方
へ
・
匿
名
手

{

0

2

5

1

3

5

1

1

 

1

円

3
3
h
'
0
0
0
2
 

5

5

5

1

1

1

1

 

定
年
年
齢
を
五
十
六
歳
以
上
に
延

長
す
る
と
、
該
当
者
一
人
に
つ
き
一

f
万
円
「
中
小
企
業
四
十
万
円
)
が

事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
定
年
延
長
堤

防
金
制
度
が
あ
る
。
た
だ
し
、

i
t
-
-

月
末
て
出
席
止
と
な
る
。
問
い
合
わ
せ

は
、
平
塚
公
共
職
業
安
定
所
(
電
話

回

O

一0
0
)
へ。

>74< 
{そめ 2) 

よる分間が確立したのは貞享冗年

(1684) で、それまでは、買い i

げ人足や中郡下落舗の人足でして

いたが、大名 a 旗本領などが増加

するにつれて、いろいろもつれ出

した。こ由年、城所・小鍋島・打

開木・ド島の 4村私掴方が、金臼

)11の水は来ないということを主な

理由とし、人足を出さなかったこ

とから川 下 24村の訴訟があっ

た。測量ω結果、大堤と 4村聞に

は 4丈(12 以上白落差があ

り、金包川の水が来ないはずはな

い、 24村同樺にすべしと献しく

裁定された。また南金目村は、村

高の半分程は大器Ojll上にあり、

その余は大場が切れても被害を受

けないから除いてほしい、との訴

えが認められ、組合から完全に外

*'たこ。

この時以来、南金目村は、大堤

と流し墳の管理権を蕪くし、その

上、水防や工事には助人を出すな

ど、組合から外れたことは、果た

してよかったのか不明である。

大壇対岸の雷電社〈南金目神

社)は、金白川防虫の祈願所で、

28村の村投入代表が参加し、毎

年祈顕の祭典を執行していた。

※おたずねは市史輔さん樺{霊童書語

31-0429)へ {文費臼井弘〉

E 措狩i金盟
主 この堤は、その名の唱すとおり

5 大きく、幅ち十分取り、しかも

-子をY，"cして丈夫につくった。それ

一一一一一一一 E でもたびたび決壊したので、貞享

:: 3年 (1686) には、対岸の雷電IU

Z を、幅 6問、長さ 40間余に及h

-で制り、人口を広げてい""

王 そして、堤の時復は、費用は幕

E府持ち、人足は、堤を管理する北

E金日村、

三る川下

5 この 27村は、大畑ケ矢崎・

三西海地，北大縄(以上岡崎地

主 区 入 費 出 A郷・京下・小峯・打

5問木‘平等寺(以」豊田地氏)、

E城所・小鍋島・下島 k以上域島地

主長()、片岡・広川(以上金白地

E巨人厳島・寺田縄"人野・長

E持・入部(以上金目地区)、公

主所・担域開・河内・友牛・久松・

= t公証・悼延.UJ下(以上坦地ば)

きの諸村。村の石高にむじた割合

三 (ただし、片関村は、榔堪と食反島

E埋の聞を自普譜としていることか

E ら、それを除いた額)をもって分

三担していた。

E 人足は、必ずじも艦貨というわ

きけではなかったが、遠方から事い

苦て来て、割当てられた仕事をして

主婦るのであるから大変だった。

同 ちなみ9こ、この 28村由村高に

に
ー
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、

Y
さ
ん

は
あ
っ
と
い
う
問
に
母
親
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
母
親
に
な
る

な
ん
て
考
え
た
だ
け
で
も
撒
た
っ

十
、
だ
か
ら
な
る
べ
く
考
え
な
い

よ
う
に
し
た
。
病
院
で
初
め
て
泣

い
て
い
る
T
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
時

も
、
か
わ
い
さ
よ
り
十
八
変
だ
と
い

う
気
持
ち
し
か
な
か
っ
た
一
と
Y

さ
ん
は
叶
時
の
こ
と
を
諸
り
ま
し

「
と
に
か
く
守
く
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
託
持
ち
は
、

T
ち
ゃ
ん

て
ほ
し
い
、
そ
う
ヲ
れ
は
白
分
は
の
ひ
と
い
ほ
ほ
与
と
ミ
ル
ク
令
飲

子
育
て
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
そ
の
ま
な
い
こ
と
と
毒
な
っ
て
、

Y
さ

思
い
だ
け
で
T
ち
ゃ
ん
を
待
て
て
ん
の
中
で
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、

き
た
よ
う
な
試
が
す
る
」
と
Y
さ

T
ち
ゃ
ん
が
字
く
自
分
か
ら
離
れ

ん
は
い
い
ま
し
た
。
ら
れ
る
こ
と
だ
け
を
願
う
よ
う
に

Y
さ
ん
は
小
学
生
の
T
ち
ゃ
ん
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
た

が
い
つ
も
友
だ
ち
に
乱
暴
な
行
動
的
、
か
な
り
平
い
時
間
か
ら
い
ろ

を
と
る
こ
と
で
相
談
に
み
え
た
若
ん
な
こ
と
を
教
え
込
み
、

T
ち
ゃ

い
お
母
さ
ん
で
す
。
友
一
一
二
二
一
一
仁
容
す
ん
調
う
ま
く
で
き
な
い

だ
ち
に
対
し
て
思
い
や

K
H
d
¥
F
返
し
い
罰
を
与
え
た

り
が
な
い
T
ち
ゃ
ん
に
誠

U
N
J
f轟
そ
う
で
す
。

つ
い
て
話
し
ご
く
う
一
一
評
伝
持
母
親
か
ら
溝
か
い
電

ち
に
、
話
題
は
Y
さ
ん
ェ
ー
ト
一

7
4也、
J
7
f
情
を
与
え
ら
れ
て
い
な

自
身
の
子
育
て
の
筑
持
説
み
丹
叫
い
子
供
述
人
富
山
い

ち
に
移
り
ま
し
た
。

f
1
3、
二
/
や
る
こ
と
が
で
き
な
い

Y
さ
ん
は
、
物
質
的
に
何
一
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
?

不
自
由
な
く
与
え
ら
れ
た
割
引
に
、
ち
ゃ
ん
が
育
て
に
く
い
子
だ
っ
た

何
を
す
る
に
も
許
し
が
な
け
れ
ば
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
通
り
に
な

で
き
な
い
両
親
に
育
て
ら
れ
ま
し
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
温
か

た
。
だ
か
ら
結
婚
し
た
時
は
、
こ
い
壁
槽
を
与
え
る
た
め
に
、
母
親

れ
で
や
っ
と
自
分
の
や
り
た
い
こ
は
子
供
が
生
ま
れ
成
長
す
る
過
程

と
が
や
れ
る
と
、
強
く
思
っ
た
の
て
、
子
を
育
て
る
母
に
な
る
決
心

だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
す
ぐ
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

U

[鵠し物]①動物愛護功労者と長寿動物の

表彰、②動物の体重あてクイズとふれあい

広場、③警察犬、家庭犬、盲導犬の実授、

④ 動 物 館 育 相 談 コ ー ナ ー 、 ⑤ 乗 馬 コ ー ナ

一、⑤子犬の里続さがし、⑦金魚すくい、

⑧周晶、配布

主催動物フェスティパル神奈川お実行垂

員 会

。巡回日程/9月四日(水) 10時~日時

基樹脂/9月四日(木) 10 時~12 時 見知合体

湾臨前(平理市交通安全協会い 13 時~15 時八

重椿本舗/9 月 27 日(金)10 時~15 時 三共化

成 工 業/ 9月四日(七) 10 時~15時ダイクマ

(平寧なでしこライオンズクラフ)/9月 30日

(月 10時~日時駅北口/10月 1Ei (火)・

2日〈水) 10時 、 15時東海大学//10丹 4U 

(金) 10 時~12 時田中賃金属工業・ 13 時----15

時富士チタン工業/10月 5日(七) 10時 ---15

時長崎慮南開角〈平塚ライオンズクラブ )/10

月 9日(水) 10時 --15時パイロ y ト 万 年 筆 /

10河口日(金) 10 時~12 時 古河特蝶金属工

業・ 13 時~15 時 耳本ヱアーフィルター

一献血ご協力ありがとうございました…

域島公民館 18人、豊田公民館 25人、住友重

機 揖工業 63人、県合同庁舎 50人、市役所 127

人、日謹車体 321入、 松が丘公民輯 30人、中原

小学校 21入、平塚中部講剤師会 131入、三共 99

入、平理魚市場 38入、なでしこ会輯 25入、県農

協教育センタ 30人、駅北口 96入、駅南口 59人
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